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冬の感染症対策の基本は・・・

手洗い うがい マスク
人ごみを
さける

薬には、飲み薬やぬり薬、注射など、どのように効かせたいかによって、さまざまな種類のもの
があります。このうち、風邪や頭痛、腹痛などのときによく使われるのが、飲み薬です。

口から入った飲み薬の成分は、主に腸で吸収されて肝臓に運ばれてから、血液にのって全身をめ
ぐります。そして、薬を効かせた場所で働きますが、このとき薬の成分は効かせたい場所以外にも
届くため、元の目的とはちがう働き（副作用）をすることがあります。

効かせたい場所で薬をしっかり効かせ、また副作用を起こりにくくするためには、薬の箱や袋に
書かれている薬の使い方を守ること、処方薬はお医者さんの指示に従って使うことが大切です。

飲んだ薬の成分は血液にのって全身をめぐります

季節は秋から冬へと進み、１日の寒暖差が大きくなってい
ます。寒暖差が大きいとエネルギーが余分に必要で、疲れも
たまります。衣服の調節や、温かい食べ物、睡眠時間の確保
など、体調管理して、本格的な冬に備えましょう。

薬の効き方は、血液の中の薬の成分
の濃さで決まります。飲む時間や薬の
量は、ちょうどよい薬の濃さが保たれ、
しっかり聞くように決められているの
で、勝手に量を増やしたり減らしたり
してはいけません。

一緒に飲む飲み物の種類によっては、
薬の成分に影響を与えて効きにくくし
たり、成分を変化させたりすることな
どがあります。薬は、必ずコップ１ぱ
いの水かぬるま湯で飲みましょう。

薬は、効かせたい場所でしっかりと
効くように、ひとつひとつの形や使い
方を考えて作られています。錠剤をか
んだり、カプセルを開けて飲んだりす
ると、その工夫が生かされず、効果を
得られません。
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